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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも発光層を有する有機層を第１電極と第２電極とで挟持した積層体と、前記積
層体を配設する透光性基板と、前記透光性基板上に接着剤を介し配設され、前記積層体を
覆う凹部を有する封止部材と、前記封止部材と前記透光性基板とが当接する各当接面の少
なくとも一方の当接面の内側に設けられ、前記接着剤を受け入れ可能とする受け入れ部と
、を有する有機ＥＬパネルであって、
　前記受け入れ部は、前記封止部材の側壁に形成された切り欠き部からなることを特徴と
する有機ＥＬパネル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、陽極となる第１電極と陰極となる第２電極とに挟持され所定の発光をなす有
機層を備える有機エレクトロルミネッセンスパネル（以下、有機ＥＬパネルという）に関
し、特に、前記有機層を配設する透光性基板と、前記透光性基板上に接着剤を介し配設す
る封止部材との接合構造に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　有機ＥＬパネルは、ガラス基板（透光性基板）上にＩＴＯ（indium tin oxide）等によ
って陽極となる透明電極（第１電極）を形成し、この透明電極上に正孔注入層，正孔輸送
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層，発光層及び電子輸送層を順次積層してなる有機層を形成し、この有機層上にアルミ（
Al）等の非透光性の陰極となる背面電極（第２電極）を形成し、前記有機層を前記透明電
極と前記背面電極とによって挟持してなる積層体を覆うようにガラス材料からなる凹部形
状の封止キャップ（封止部材）を前記ガラス基板上に紫外線（ＵＶ）硬化型接着剤を介し
気密的に配設することで構成されるものである。
【０００３】
　このような有機ＥＬパネルは、前記ガラス基板と前記封止キャップとを前記接着剤を介
して接合することで気密容器を構成し、この気密容器内に前記積層体を収納する収納空間
を備えることで、前記積層体を外気から遮断する構造を得ている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　前述した有機ＥＬパネルは、前記封止キャップと前記ガラス基板との接合を図る場合に
、前記封止キャップの前記ガラス基板との当接面に前記接着剤をディスペンサーによって
所定量塗布し、前記封止キャップを前記ガラス基板上に配設し、所定の圧力を付与した状
態で紫外線を照射し前記接着剤を硬化させるものであるが、前記ディスペンサーによる前
記接着剤の供給は、供給量にばらつきが生じ、規定量を上回る接着剤が前記封止キャップ
の前記当接面に塗布されると、封止時の加圧によって前記接着剤が前記収納空間内にはみ
出し、このはみ出した前記接着剤が前記積層体に付着することになり、前記接着剤中に含
まれる有機溶剤によって前記積層体にダメージを与えたり、また前記接着剤が硬化する場
合に発生する応力によって前記積層体を破損させてしまう等の不具合が生じ、有機ＥＬパ
ネルの製造工程において歩留まりを低下させてしまうといった問題点を有していた。
【０００５】
　そこで、本発明は、前述した問題点に着目し、接着剤の塗布量にばらつきが生じた場合
であっても前記積層体に前記接着剤を付着させない有機ＥＬパネルを提供するものである
。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、前記課題を解決するため、少なくとも発光層を有する有機層を第１電極と第
２電極とで挟持した積層体と、前記積層体を配設する透光性基板と、前記透光性基板上に
接着剤を介し配設され、前記積層体を覆う凹部を有する封止部材と、前記封止部材と前記
透光性基板とが当接する各当接面の少なくとも一方の当接面の内側に設けられ、前記接着
剤を受け入れ可能とする受け入れ部と、を有する有機ＥＬパネルであって、前記受け入れ
部は、前記封止部材の側壁に形成された切り欠き部からなるものである。
【０００７】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施の形態を添付図面に基づき説明する。
【０００８】
　図１及び図２において、有機ＥＬパネル１は、ガラス基板（透光性基板）２と、透明電
極（第１電極）３と、絶縁層４と、有機層５と、背面電極（第２電極）６と、封止キャッ
プ（封止部材）７とから構成されている。
【０００９】
　ガラス基板２は、長方形形状からなる透光性の支持基板である。
【００１０】
　透明電極３は、ガラス基板２上にＩＴＯ等の導電性材料を蒸着法やスパッタリング法等
の手段によって形成されるもので、日の字型の表示セグメント部３ａと、個々のセグメン
トからそれぞれ引き出し形成されたリード部３ｂと、リード部３ｂの終端部に設けられる
電極部３ｃとを備えている。尚、電極部３ｃは、ガラス基板２の一辺に集中的に配設され
ている。
【００１１】
　絶縁層４は、例えば、ポリイミド系等の絶縁材料からなり、例えばフォトリソグラフィ
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ー法等の手段によって形成される。絶縁層４は、表示セグメント部３ａに対応した窓部４
ａと、背面電極６の後述する電極部に対応する切り欠き４ｂとを有し、発光領域の輪郭を
鮮明に表示するため、透明電極３の表示セグメント部３ａの周縁部と若干重なるように窓
部４ａが形成され、また、透明電極３と背面電極６との絶縁を確保するためにリード部３
ｂ上を覆うように配設される。
【００１２】
　有機層５は、少なくとも発光層を有するものであれば良いが、本発明の実施の形態にお
いては正孔注入層，正孔輸送層，発光層及び電子輸送層を蒸着法やスパッタリング法等の
手段によって順次積層形成してなるものである。有機層５は、絶縁層４における窓部４ａ
の形成箇所に対応するように所定の大きさをもって形成される。
【００１３】
　背面電極６は、アルミニウム（Al）やアルミニウムリチウム（Al-Li），マグネシウム
銀（Mg-Ag）等の金属性の導電性材料を蒸着法やスパッタリング法等の手段によって形成
されるものであり、有機層５上に配設される。背面電極６は、透明電極３における各電極
部３ｃが形成されるガラス基板２の一辺に設けられるリード部６ａと電気的に接続される
。尚、リード部６ａの終端部には、電極部（引き出し部）６ｂが設けられ、リード部６ａ
及び電極部６ｂは透明電極３と同材料により形成される。
【００１４】
　以上のように、ガラス基板２上に透明電極３と絶縁層４と有機層５と背面電極６とを順
次積層形成して積層体８が得られる。
【００１５】
　封止キャップ７は、例えばガラス材料から構成されるもので、積層体８を収納するため
の凹部７ａがエッチング処理やサンドブラスト，切削等の適宜方法によって形成されおり
、この封止キャップ７をＵＶ硬化型接着剤９を介してガラス基板２上に配設することで、
積層体８を収納する収納空間１０を構成する。
【００１６】
　また封止キャップ７は、図３に示すように、ガラス基板２との当接面７ｂの内側（積層
体８側）となる凹部７ａの側壁７ｃに、後述する余剰接着剤を受け入れ可能な受け入れ部
となる複数の切り欠き部７ｄを備えている。尚、切り欠き部７ｂは、切削やサンドブラス
ト，エッチング処理等によって容易に得ることができる。
【００１７】
　前述した各部によって有機ＥＬパネル１が構成されるものであるが、収納空間１０内に
は、吸湿作用を有する粉体１１を含有する液体１２が所定量封入される。
【００１８】
　かかる有機ＥＬパネル１は、封止キャップ７の当接面７ｂの内側となる側壁７ｃに切り
欠き部７ｄを備えることに特徴を有するものである。
【００１９】
　即ち、封止キャップ７は、当接面７ｂにディスペンサーによって所定量の接着剤９が塗
布された後、ガラス基板２上に配設されて所定の圧力が付与されることになるが、当接部
７ｂに塗布された接着剤９は、封止時の加圧によって封止キャップ７とガラス基板２とを
接着するに不必要な余剰接着剤９ａとなって、切り欠き部７ｄに流れ込むことになる。
【００２０】
　従って、有機ＥＬパネル１は、封止キャップ７に複数の切り欠き部７ｄを備えることに
よって、余剰接着剤９ａの大半が切り欠き部７ｄに流れ込むことになるため、余剰接着剤
９ａの積層体８側への流れ込みを抑制することができ、余剰接着剤９ａの積層体８への付
着を防止することが可能となるため、接着剤９によって積層体８にダメージを与えたり、
破損させることがなくなり、有機ＥＬパネル１の製造工程における歩留まりを向上させる
ことが可能となる。
【００２１】
　また、接着剤９をディスペンサーによって塗布する場合に、塗布量にばらつきが生じる
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が、このばらつきによる余剰接着剤９ａを切り欠き部７ｄで吸収できることから、接着剤
９の塗布量管理も容易になり、生産性を向上させることが可能となる。
【００２２】
　また、切り欠き部７ｄを当接面７ｂの内側となる凹部７ａの壁部７ｃに形成することか
ら、サンドブラスト法や切削，エッチング処理等によって容易に得ることが可能である。
【００２３】
　次に、図４を用いて本発明の他の実施の形態を説明するが、前述した実施の形態と同様
もしくは相当箇所には同一符号を付してその詳細な説明は省く。
【００２４】
　前述した実施の形態と異なる点は、余剰接着剤９ａを受け入れ可能とする受け入れ部の
構成にある。
【００２５】
　有機ＥＬパネル１は、透光性基板２の封止キャップ７との当接面２ａの内側で、封止キ
ャップ７の側壁７ｃに沿うように溝部２ｂを形成することで、余剰接着剤９ａの受け入れ
部を構成している。
【００２６】
　かかる有機ＥＬパネル１において、封止時の加圧によって封止キャップ７とガラス基板
２とを接着するに不必要な余剰接着剤９ａは、溝部２ｂに流れ込むことになるため、余剰
接着剤９ａの積層体８への付着を防止することが可能となり、接着剤９によって積層体８
にダメージを与えたり、破損させることがなくなる。
【００２７】
　尚、前述した本発明の実施の形態において、受け入れ部となる切り欠き部７ｃを封止キ
ャップ７の当接面７ｂの内側となる側壁７ｃに複数設けるようにしたが、本発明にあって
は、当接面７ｂの内側にテーパー部からなる切り欠き部を設けるものであっても良く、本
発明における切り欠き部の形状は、前述した実施の形態の形状に限定されるものではない
。また、ガラス基板２の封止キャップ７との当接面２ａの内側に形成される受け入れ部と
なる溝部２ｂの形状も任意に変更可能である。
【００２８】
　前述した実施の形態では、受け入れ部を封止キャップ７もしくはガラス基板２のどちら
か一方に備えるものであったが、封止キャップ７に切り欠き部７ｄを、またガラス基板２
に溝部２ｂをそれぞれ形成することによって、余剰接着剤９ａの収納空間１０内への侵入
を更に抑制することが可能となる。
【００２９】
　また、本発明の実施の形態では、封止キャップ７をガラス材料から構成するようにした
が、本発明にあっては金属製材料からなる凹部形状の封止キャップであって良い。この場
合の接着剤９の受け入れ部としては、当接面の内側から略垂直方向に延設される壁部に、
プレス加工によって得ることができる溝部もしくは凹部を形成することによって容易に得
ることができる。
【００３０】
　また、本発明の実施の形態では、封止部材である封止キャップ７を一枚のガラス板より
構成するものであったが、本発明は、封止部材を平板状のガラス板と前記ガラス板を支持
するスペーサ（支持部）とから構成するものであっても良く、この場合の受け入れ部は前
記スペーサの当接面の内側に形成される。
【００３１】
【発明の効果】
　本発明は、少なくとも発光層を有する有機層を第１電極と第２電極とで挟持した積層体
と、前記積層体を配設する透光性基板と、前記透光性基板上に接着剤を介し配設され、前
記積層体を覆う凹部を有する封止部材と、前記封止部材と前記透光性基板とが当接する各
当接面の少なくとも一方の当接面の内側に設けられ、前記接着剤を受け入れ可能とする受
け入れ部と、を有する有機ＥＬパネルであって、前記受け入れ部は、前記封止部材の側壁
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に形成された切り欠き部からなるものであり、前記接着剤の塗布量にばらつきが生じた場
合であっても前記積層体に前記接着剤を付着させないことから、前記積層体にダメージを
与えたり、破損させる恐れがなく、有機ＥＬパネルの製造工程における歩留まりを向上さ
せることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の有機ＥＬパネルを示す斜視図。
【図２】同上実施の形態の有機ＥＬパネルの要部断面図。
【図３】同様実施の形態の有機ＥＬパネルにおける封止部材を示す平面図。
【図４】本発明の他の実施の形態の有機ＥＬパネルを示す要部断面図。
【符号の説明】
１　　有機ＥＬパネル
２　　ガラス基板（透光性基板）
２ａ　当接面
２ｂ　溝部（受け入れ部）
３　　透明電極（第１電極）
４　　絶縁層
５　　有機層
６　　背面電極（第２電極）
７　　封止キャップ（封止部材）
７ａ　凹部
７ｂ　当接面
７ｃ　切り欠き部（受け入れ部）
８　　積層体

【図１】 【図２】

【図３】
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